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ロータリーの目的

四つのテスト
言行はこれに照らしてから

1．真実か　どうか
2．みんなに公平か
3．好意と友情を深めるか
4．みんなのためになるか　どうか

ロータリーの目的は、意義ある事業の
基礎として奉仕の理念を奨励し、これを
育むことにある。具体的には、次の各
項を奨励することにある。

知り合いを広めることによって
奉仕の機会とすること。

職業上の高い倫理基準を保ち、
役立つ仕事はすべて価値ある
ものと認識し、社会に奉仕する
機会としてロータリアン各自の
職業を高潔なものにすること。

ロータリアン一人一人が、
個人として、また事業および
社会生活において、日々、
奉仕の理念を実践すること。

奉仕の理念で結ばれた職業人が、
世界的ネットワークを通じて、
国際理解、親善、平和を
推進すること。

第 1

第 2

第 3

第 4

SERVE TO CHANGE LIVES

（株式会社 プレスアート）表紙写真提供

関ヶ原の後、伊達政宗は直ちに仙台の城と町を築き上
げた。興亡の乱世を駆け抜けた政宗、その胸中に何を
秘めていたのか。伊達政宗が仙台城に入城した姿という
騎馬像。眼下に400年後の今も繁栄する大都市仙台が。
夜が明け、はるか太平洋から朝日が昇る。奥州の王、
伊達政宗は転変の世を見続ける。
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鈴
木 

俊 
一

ガ
バ
ナ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ

ガ
バ
ナ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー 

第
2
5
2
0
地
区

2
0
2
1
–
2
0
2
2
年
度 

ガ
バ
ナ
ー

Suzuki Shunichi

（
仙
台
南
R
C
）

　

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
２
５
２
０
地
区
の

皆
様
、４
月
17
日
に
地
区
大
会
を
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。大
会
の
運

営
に
際
し
ま
し
て
は
、地
区
ロ
ー
タ
リ
ア
ン

の
皆
様
か
ら
様
々
な
形
で
、ご
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。皆
様
方
へ
深
く
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

４
月
24
日
㈰
第
9
回
全
国
イ
ン
タ
ー

ア
ク
ト
研
究
会
が
z
o
o
m
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。当
地
区
か
ら
は
大
船
渡
西
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
が
提
唱
す
る『
大
船
渡
東

高
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
』と
仙
台

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
提
唱
す
る『
尚
絅

学
院
高
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
』の
2

校
が
、自
分
た
ち
の
活
動
報
告
を
3
分
間

の
動
画
に
収
録
し
て
エ
ン
ト
リ
ー
致
し
ま

し
た
。本
来
１
地
区
が
１
校
の
代
表
出
品

で
す
が
、1
県
１
校
と
し
て
の
エ
ン
ト
リ
ー

で
し
た
。当
地
区
の
2
校
と
も
明
る
く
ハ

ツ
ラ
ツ
と
し
た
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
お

り
ま
し
た
。も
し
私
が
同
校
に
在
籍
し
て

お
り
ま
し
た
ら
、明
日
に
で
も
入
会
し
た

く
な
る
よ
う
な
楽
し
い
内
容
で
し
た
。

　

４
月
28
日
㈭
地
区
青
少
年
奉
仕
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、以
前
か
ら
の
懸
案
事
項

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト・ア
プ
リ
の
導
入
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。対
象
が
未
成
年
者
の
個
人

情
報
と
し
て
問
題
が
無
い
か
、と
の
疑
問

も
法
的
に
も
問
題
な
い
と
思
わ
れ
、高
校

生
の
ス
マ
ホ
普
及
や
、よ
り
タ
イ
ム
リ
ー
な

活
動
情
報
発
信
の
観
点
か
ら
、ま
ず
は
試

作
へ
Ｇ
O
！

　

５
月
８
日
㈰
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
最

終
日
に
、つ
く
ば
市
で
開
催
さ
れ
た
国
際

ロ
ー
タ
リ
ー
第
２
８
２
０
地
区（
茨
城
県
）

の
地
区
大
会
を
訪
問
致
し
ま
し
た
。そ
の

会
場
で
、サ
プ
ラ
イ
ズ
！
当
地
区
が「
ロ
ー

タ
リ
ー
奉
仕
デ
ー
」地
球
環
境
保
全
グ

ロ
ー
バル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
、岩
手

と
宮
城
の
水
辺
を
清
掃
活
動
し
た
こ
と

で
、シ
ェ
カ
ー
ル・メ
ー
タ
R
I
会
長
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
も
含
め
た
日
本
全
国
の
ガ
バ
ナ
ー
の

連
絡
会
T
E
A
M 

J
A
P
A
N
が
、地
球

環
境
保
全
の
た
め
に『
海
岸
や
河
川
を
一

斉
に
清
掃
し
ま
し
ょ
う
。そ
の
活
動
を
日

本
全
国
に
広
げ
て
、世
界
中
に
運
動
を
広

げ
ま
し
ょ
う
。』と
呼
び
か
け
、そ
れ
が
広

が
り
ま
し
た
。当
地
区
で
は
、コロ
ナ
禍
の
た

め
に
、同一の
日
程
で一斉
清
掃
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、数
多
く
の
ク
ラ
ブ
が
そ
の
趣
旨

に
賛
同
し
て
登
録
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
我
々
だ
け
で
は
な
く
、世
界
各
地
の

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
、市
民
と
共
に
、そ

れ
ぞ
れ
の
国
の
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
、海

岸
や
河
川
や
湖
沼
の
清
掃
活
動
を
行
い

ま
し
た
。最
終
的
に
2
4
5
団
体（
地
区・

ク
ラ
ブ・R
C
フ
ァ
ミ
リ
ー・各
種
団
体・個

人
）か
ら
3
万
2
千
8
5
7
人
の
参
加
登

録
が
あ
り
ま
し
た
。

　

５
月
13
日
㈮
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
２
７

５
０
地
区（
東
京
の
南
部
、米
国
グ
ア
ム・

サ
イ
パン
、ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
、パ
ラ
オ
共

和
国
）地
区
大
会
へ
出
席
致
し
ま
し
た
。

辰
野
R
I
理
事
か
ら
R
I
会
長
代
理
と

し
て
、ロ
ー
タ
リ
ー
の
規
定
の
変
更
の
お
話

が
あ
り
、各
種
表
彰
も
あ
り
ま
し
た
。

当
地
区
か
ら
は
菅
原
裕
典
パ
ス
ト
ガ
バ

ナ
ー
が
、Ｒ
Ｉ
研
修
リ
ー
ダ
ー
ロ
ー
タ
リ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、名
誉
あ
る
乾

杯
発
声
の
お
役
目
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
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５
月
14
日
㈯
東
京
か
ら
宮
城
県
を
通

り
抜
け
ま
し
て
、『
陸
前
高
田
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
60
周
年
記
念
式
典
』へ
出
席
し
ま

し
た
。東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
も
目

覚
ま
し
く
、会
員
数
が一時
は
減
って
し
ま

い
ま
し
た
が
、シ
ェ
カ
ー
ル・メ
ー
タ
R
I
会

長
が
E
a
c
h
o
n
e
b
r
i
n
g 

o
n
e『
み
ん
な
が
一
人
を
入
会
さ
せ
よ

う
』と
お
っ
し
ゃ
る
通
り
に
、陸
前
高
田

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
20
名
に
増
員
さ
れ

ま
し
た
。

　

５
月
16
日
㈪
青
少
年
奉
仕
委
員
会
の

今
年
度
の
総
括
会
議
へ
z
o
o
m
に
て
参

加
致
し
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、今
期
の
最
も
明
る
い
話
題
が
あ

り
ま
し
た
。『
仙
台
泉
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク

ラ
ブ
』と『
聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
英
智
高
等
学

校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
』が
認
定
さ
れ

た
と
い
う
報
告
で
す
。

　
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て

は
、地
球
環
境
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト『
ロ
ー

タ
リ
ー
奉
仕
デ
ー
』へ
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
共

に
化
女
沼
清
掃
や
千
年
希
望
の
丘
で
の

清
掃
奉
仕
、米
山
奨
学
生
と
の
芋
煮
会

と
清
掃
奉
仕
、z
o
o
m
で
の
合
同
例
会・

会
長
幹
事
会
、記
念
植
樹
な
ど
ア
ク
テ
ィ

ブ
な
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。地
区
全
体
で

の
活
動
は
z
o
o
m
を
利
用
し
ま
し
た
。

一
部
少
人
数
で
の
奉
仕
活
動
は
、デ
ィ
ス

タ
ン
ス
を
守
り
な
が
ら
遂
行
で
き
た
よ

う
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
は
、コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
今
期
年
次
大
会
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
。地
区
と
し
て
は
、大
船
渡
西

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
御
指
導
に
よ
っ
て
、

大
船
渡
東
高
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

が
、地
区
内
の
各
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

か
ら
収
集
し
た「
活
動
報
告
書
」の
集
計

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
高
校
生
へ
は
、地
区
委
員
会
か

ら「
感
謝
状・タ
イ
タ
ッ
ク・お
菓
子
」を
寄

贈
致
し
ま
し
た
。

　

５
月
21
日
㈯
塩
釜
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

70
周
年
、５
月
22
日
㈰
第
六
分
区（
大

崎
）の
I
M
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。そ
し

て
こ
れ
か
ら
、花
巻
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

50
周
年
、次
年
度
地
区
協
議
会
に
出
席

致
し
ま
す
。
今
年
度
の
前
半
が
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
に
延
期
さ
れ
た
行
事
も
あ
り

ま
す
。５
月
と
６
月
は
、ま
だ
ま
だ
行
事

が
続
き
ま
す
。
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2021-2022年度 国際ロータリー第2520地区

「インターシティミーティング」報告

国際ロータリー第2520地区  2021-2022年度 
   釜石東ロータリークラブ会長 齊藤 裕基

　第四分区インターシティミーティングを、2022年3
月26日（土）にコロナ禍において、ZOOM（オンライ
ンミーティング）を活用し、クラブ会員は例会会場
に集合し、他の6クラブはそれぞれの場所でのハイ
ブリッド型開催となりました。　
　今回のＩＭのテーマは「奉仕しよう、みんなの
人生を豊かにするために」、釜石東ロータリークラ
ブがホストクラブとなり、新里進ガバナー補佐による
開会点鐘で開会、鈴木俊一ガバナーのご挨拶の
後、セッションが行われました。
　基調講演では、今後人口減少が予測される中、
交流人口や関わり合い、人口の創造に地域の活
性化について、釜石市役所オープンシティ推進室
の金野尚史様、パソナ東北創生の戸塚絵里子
様、釜石コンパスの向野修得様より「パートナーシッ
プによるまちづくりについて」の講演を頂き、町を知り
企業を知る、そしてそこで働く人を知ることで様 な々
関わり合いができ、その結果、社会が豊かになるこ
との講演をいただきました。そして、テーマに沿って、
それぞれの地域で、地域社会やそこで暮らす人々
が豊かな人生となるために、私たちロータリアンはど
のように活動すれば良いのか、7クラブより発表を頂
きました。
　結論として何かを導きだす事ではなく、みんなで
各クラブの発表を拝聴しながら、それぞれが模索し
ていくことと思います。地域が豊かになると、人も
豊かになると思うのです、心豊かな社会とは、相手
を認め合う寛容さで、人とのつながりを実感できる

社会ではないか。とファシリテーターが皆さんに
問いかけ、まとめと致しました。
　鈴木俊一ガバナーの総評後、次回IM開催ホス
トクラブ、山田ロータリークラブ会長の小國嘉明様
のご挨拶を頂戴し、コロナ禍の状況でもこのような
IMが開催できたことの謝辞を阿部幸榮ガバナー
補佐が述べられ、新里進ガバナー補佐による閉会
点鐘で無事閉会となりました。
　この度のIM開催では、ZOOM（オンラインミー
ティング）を活用いたしましたが、ホストクラブ会員の
法人職員（元ローターアクト会員）の支援により
技術的な部分を補うことができ、これも開催できた
一つの要因とも思います。
　IM開催の基本原則は、ロータリーや一般社会
の事などをテーマにし、知識を広め深めるとともに、
グループ、分区内の会員の親睦も重要な目的で
あるため、懇親会も併せて開催されます。しかし、
新型コロナウイルス感染症の感染者が増加傾向
にある中、中止せざるをえない状況でした。今回IM
が開催できましたのも、第四分区新里進ガバナー
補佐より「ZOOMを活用したＩＭでもいいのでは」と
のご助言を頂き、開催の導きとなりました。
　結びに、新里進ガバナー補佐並びに阿部幸榮
ガバナー補佐には、お導き頂きまして心より感謝申し
上げますとともに、各クラブの会長・幹事及び会員
の皆様、基調講演頂きました方々、ご参加頂きま
したすべての方々に、心より感謝申し上げます。

■日時：2022年3月26日（土）
■会場：ZOOMオンライン

第四分区 IM
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「
ロ
ー
タ
リ
ー
親
睦
活
動
月
間
」に
寄
せ
て

メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
専
門
知
識
・
ス
キ
ル
を
更
に
磨
き
、
海
外
に
友
人
を
つ
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、

特
技
を
生
か
し
た
奉
仕
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ロ
ー
タ
リ
ー
は
親
睦
を
第
一
と
す

る
、
と
単
純
に
考
え
て
い
た
私
に
、

「
ロ
ー
タ
リ
ー
親
睦
活
動
月
間
」
に

よ
せ
て
と
題
し
て
の
原
稿
の
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
。
迂
闊
に
稿
を
進
め
る

と
こ
ろ
で
し
た
が
、
調
べ
て
み
る

と
、
６
月
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
や
保
険
と
医
療
問
題
に
共
通
の
関

心
を
寄
せ
る
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
、
そ
の

家
族
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

参
加
者
、
類
似
し
た
職
業
を
持
つ

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
同
士
の
国
際
親
善
と

善
意
の
重
要
性
を
認
識
し
、
親
睦
活

動
へ
の
参
加
の
増
加
及
び
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
対
す
る
理
解
を
促
進
す
る

た
め
、
RI
理
事
会
に
よ
っ
て
ロ
ー
タ

リ
ー
の
親
睦
月
間
と
し
て
指
定
さ
れ

た
も
の
の
よ
う
で
す
。

　

メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
を
通
じ
て
、

専
門
知
識
・
ス
キ
ル
を
更
に
磨
き
、

海
外
に
友
人
を
つ
く
れ
る
だ
け
で
な

く
、
特
技
を
生
か
し
た
奉
仕
活
動
を

実
施
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
活
動

の
歴
史
は
古
く
、
1
9
2
8
年
に
エ

ス
ぺ
ラ
ン
ト
語
に
興
味
を
持
っ
た

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
集
ま
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
始
ま
り
ま
し
た
。

1
9
6
4
年
に
は
ゴ
ル
フ
同
好
会
が

発
足
し
、
1
9
8
7
年
に
川
奈
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
で
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
年
々
、
そ
の
分
野
は
多
岐
に
亘

り
今
で
は
テ
ニ
ス
、
ワ
イ
ン
、
マ
ラ

ソ
ン
、
料
理
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ

ン
グ
、
自
動
車
、
ジ
ャ
ズ
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
な
ど
60
を
越
え
る
グ
ル
ー

プ
が
あ
り
ま
す
。
行
事
、
コ
ン
テ
ス

ト
、
会
合
を
通
じ
て
ク
ラ
ブ
や
地

区
、
さ
ら
に
は
国
境
を
越
え
た
交
流

を
楽
し
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
毎

年
、
ほ
ぼ
半
数
の
グ
ル
ー
プ
が
ロ
ー

タ
リ
ー
国
際
大
会
に
参
加
し
、
友
愛

の
家
で
展
示
を
行
な
っ
た
り
、
非
公

式
関
連
行
事
を
開
い
て
共
に
活
動
し

た
り
、
仲
間
と
の
親
睦
を
深
め
て
い

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
が
蔓
延
す
る
前
の
年
、
ト

ロ
ン
ト
で
の
国
際
大
会
で
は
カ
ナ
ダ

で
も
っ
と
も
有
名
な
コ
ー
ス
の
一
つ
、

G
len A

bbey G
olf C

ourse

で

コ
ン
ペ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
英
語

で
の
や
り
取
り
は
全
く
苦
手
で
は
あ

る
が
ゴ
ル
フ
の
ラ
ウ
ン
ド
で
な
ら
、

何
と
か
な
る
。
事
前
に
こ
う
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
あ
る
こ
と
を
調
べ
る
こ

と
も
な
く
、
折
角
の
機
会
を
逃
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
を
今
も
残
念
に
思
い

出
し
ま
す
。
６
月
は
例
年
国
際
大
会

が
開
催
さ
れ
、
全
世
界
の
ロ
ー
タ
リ

ア
ン
が
一
堂
に
会
す
る
唯
一
の
機
会

な
の
で
国
際
親
善
と
親
睦
を
深
め
る

絶
好
の
機
会
と
い
う
わ
け
で
す
。
今

年
の
世
界
大
会
へ
の
参
加
は
無
理
で

す
が
、
来
年
の
メ
ル
ボ
ル
ン
の
大
会

に
は
、
観
光
だ
け
で
は
な
く
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
詳
細
を
調
べ
て
か
ら
の
参

加
を
お
勧
め
し
ま
す
。

6月
ロ
ー
タ
リ
ー
親
睦
活
動
月
間

田
中 

堯
史

 Tanaka Takashi

（
盛
岡
R
C
）

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー 

第
2
5
2
0
地
区

2
0
2
1
　
2
0
2
2
年
度  

ク
ラ
ブ
奉
仕
委
員
会
　
委
員
長

–

6Governor's Monthly Letter　/ VOL.12

6 P

SERVE TO CHANGE LIVES



1
1
2
2

2021-22 年度  ガバナー補佐

第一分区ガバナー補佐

（種市RC）東井　千明

第一分区（久慈・二戸ゾーン）

一年を振り返って

本年度は「コロナ禍」の中、すべての
活動及び計画が振り回された一年でした。
　その中、感慨深かったことは、盛岡滝ノ
沢RC「創立２０周年記念式典」での西村
先生のお話でありました。「～インフルエ
ンザ程度のものと受け止め、日常を取り戻す
こと～」ということでした。工夫して取り戻す
ことです。
　わたくしの寺では、お彼岸やお盆のご供
養のお経すべて「分散型」にしています。

　日にちや供養のお経の時間を数多く
設定して、檀家の方々が自分の都合の良
い日、時間にお参りしていただいています。
　「コロナが終わっても、このような形をとっ
てください！！」と言われています。
　すぐにはすべて元の日常、元の社会
生活とはならないでしょうが、様々に工夫を
凝らし、会員相互の信頼関係を強くして、
この困難な状況に立ち向かっていってほし
いと思います。

第一分区ガバナー補佐

（盛岡中央RC）鷹羽　金司

第一分区（盛岡ゾーン） ガバナー補佐をなんとか一年間務めさせ
ていただきました。
一昨年からの新型コロナウィルス感染症により、
全世界が今までとは全く違った生活を強いら
れる中、ロータリーの活動も例外ではありません
でした。ガバナー補佐としてどう務めたらよいか
戸惑いの連続で、ガバナー公式訪問もリモート
開催となるクラブもありました。青少年交換プロ
グラムは二年続けて中止となり、インターシティ
ーミーティングは実施に向けて模索しましたが、

結局中止をやむなくされました。
　この緊急事態をどうやって跳ね除けるかが
大きな課題でしたが、私の周りのロータリアンの
皆様に助けてもらい、職務を無事終えることが
出来ました。
　この難局の最中にガバナー補佐を引き受け
たおかげで、ロータリークラブの結束の強さや、
温かさが更によく分かりました。
　これからも私の健康の続く限り奉仕活動で
恩返しをするつもりです。本当に一年間皆様の
ご協力に感謝申し上げます。

第二分区ガバナー補佐

（花巻RC）佐々木史昭

第二分区（花巻・北上ゾーン） 私が担当させて頂いた第2分区花巻北上
地区の6クラブは、いずれも歴史と伝統を持ち、
各会長様を中心に充実したロータリー活動を
展開されていることが、事前のク
ラブ訪問により実感出来ており
ましたので、ガバナー公式訪問
においても、胸を張って各クラブ
を紹介させて頂きました。
　インターシティミーティング
は、北上和賀RCさんの主管により、2／26
（土）にリアルなRLI方式により行う企画を進め
ておりましたが、新型コロナウイルスの急拡大に

より、第2分区全10クラブの会長幹事会で協議
した結果、全会一致によりRLI方式での開催
断念と、頭を切り替えて、春先に感染リスクの

少ないIM懇親ゴルフコンペとして
開催することを決定し、5／15（日）
きたかみカントリークラブにて10組
35名の参加により、ウクライナ
支援チャリティ大会として、大盛
況に開催する事が出来ました。

　ロータリーの友情とお世話になりましたすべ
てのみなさまに心から感謝し、御礼の挨拶と
致します。

第二分区ガバナー補佐

（前沢RC）鈴木　秀悦

第二分区（江刺・水沢ゾーン） 私自身、所属の前沢クラブと第2分区
の各クラブから助けて頂いた一年でした。
収入のない年金生活で脳梗塞を患った
身です。一時ロータリ―を辞めようかと思い
ましたが、補佐を途中で投げるわけには
いきません。クルマの運転は、退院後、自動
車学校での試験で合格しましたが、歩く
のがヨタヨタです。ヨタヨタでも妻が支えて
呉れます。
　クラブの方もいろいろあり、「継続は無理

で解散しかない」との話も出ました。これを
機会に私も辞めようかとも思いました。しか
し、会員みんなが「ロータリークラブはなく
せない」と意志が固まり、最長老のSさん
が、次年度のクラブ会長をやると言い、幹
事も決まりました。クラブの中で、私が関
わっている「子ども俳句教室」もあります。
　補佐として十分な役割を果たせません
でしたが、私も生きている限りロータリアンを
続けます。
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2021-22 年度  ガバナー補佐

第三分区ガバナー補佐

（花泉RC）阿 部　  学

第三分区（一関・平泉ゾーン）

一年を振り返って

私の担当する地区内4クラブのガバナー公式訪間
は令和3年9月9日開催予定でした。対面式での開催に
向けてクラブへの連絡、会場や弁当の手配等準備を 
進めていたところでしたが、期日が迫るにつれて岩手
宮城両県のコロナ感染者が急増してきたため、やむなく
オンライン形式でしかも会長幹事会のみの開催となりまし
た。公式訪問がなくなったことで鈴木ガバナーのメッセー
ジを分区内の会員に直接届ける貴重な機会を逸した
ことは大変残念でなりませんでした。会長幹事会の場
ではクラブ訪間で頂戴した「鈴木ガバナーのメッセー
ジを何らかの形で直接拝聴できる機会を設けてもらい
たい」との要望をお伝えしました。鈴木ガバナーには
その要望に応えていただいたことに感謝申し上げます。
 今年に入ってもコロナ感染は収まらない状況が続き、
相変わらずクラブの活動や周年行事が制限される状

況が続いています。地区内クラブの親睦を深めるため
観桜会を兼ねた合同例会を企画したかったところでし
たが、コロナの影響を考慮して開催できなかったことは残
念であります。またインターシティーミーティングにつきまし
ても、北田ガバナー補佐が中心になって開催の可否を
検討した結果、やむなく開催中止を決定しました。
 この2年半に渡るウィズコロナの経験からロータリー会
員の気持ちや行動も積極的になっているように感じま
す。経済とコロナの両立を模索する世の中の動きと歩
調を合わせて、分区内での周年行事も人数制限を設
け検温、手指消毒の徹底といった感染対策をしっかり
摂った上で行われているのは望ましいことです。
 結びに、ガバナー補佐として積極的に行動することなく
1年が過ぎようとしていますが、やっと任期を終えられ
ホッとしているというのが正直な気持ちです。 

第三分区ガバナー補佐

（千厩RC）北田　文人

第三分区（大船渡・高田・千厩・気仙沼ゾーン） ２０２１～２０２２年度第三分区沿岸ブロック
のガバナー補佐を拝命し、早くも任期の一

年が過ぎようとしております。
　コロナ禍の中、鈴木俊一ガバナーをはじめ各ク
ラブの会長・幹事様には様々な制限の中での運
営は大変ご苦労の多い一年であったかと拝察い
たします。
　私自身コロナ禍の下、先行き不透明な中での
不安を抱えてのスタートとなりました。
　地区をはじめ、各クラブ、沿岸ブロックの恒例行
事等の活動予定が休止や変更など摸索しな
がらの活動となってしまいコロナに振り回されて
しまいました。

　８月に開催された当地区のガバナー公式訪問
は気仙沼、気仙沼南、千厩は予定通り実施する
ことができましたが、陸前高田、大船渡、大船渡西
の三クラブについては調整の結果、９月末に合同
ｗｅｂ形式での開催となりました。
　また、ガバナー補佐の責務であるＩＭの開催に
向けて種々検討を重ねた結果、残念ながら見送
ることとなり非常に申し訳なく、残念でなりません。
　この一年間コロナに振り回されながら、私自身
改めてロータリーを学び、気づきを得ることができ
大変貴重な時間を過ごさせていただきました。
　鈴木ガバナーはじめ各クラブの皆々様のご指
導に感謝申し上げます。

第四分区ガバナー補佐

（釜石東RC）新 里  　進

第四分区（遠野・釜石ゾーン） ガバナー補佐になりはじめは担当クラブを
訪問。例会運営や活動内容は特徴があり、

ロータリー活動は、各地域、クラブ、会員の個性が
原点であると感じました。
 遠野ＲＣガバナー公式訪問例会は、補佐はどの
ような立場であるか自覚のないまま臨み、ガバナー
やクラブにご迷惑をおかけしました。しかし奥寺
会長の素晴らしい運営手腕により充実した公式
訪問になりました。
　釜石、大槌、釜石東ＲＣ合同公式訪問は、
緊急事態宣言発令中のため、会長幹事のみ
集合していただきＺＯＯＭでガバナーと繋ぎ
ました。また会員の皆様にはYouTubeで配信
する方式をとり、何とか公式訪問を終えることが

出来ました。
　４クラブ合同新年会はコロナが一時的に収束
してきた時期で、皆様と杯を交わすことができま
した。しかし３月開催のIMは第4分区の会員が
集うことができずオンラインで講演会、各クラブの
発表、ガバナー講評を行いました。「みんなの人生
を豊かにするために」皆様とともに考えることが
できました。運営につきましては多少不備な点も
ありましたがホストクラブ（釜石東）に感謝申し
上げます。
　この1年最後まで新米のままの補佐でしたが、
鈴木ガバナーや各クラブのご指導ご支援ご協
力で何とか終えることができました。ありがとう
ございました。

第四分区ガバナー補佐

（山田RC）阿部　幸榮

第四分区（山田・宮古ゾーン） 2021～22年度ガバナー補佐としての
活動にあたり、RIテーマ「奉仕しよう みんなの
人生を豊かにするために」のもと、私自身の
目標として「担当クラブ3回訪問」「ＩＭと合同
親睦会の開催」「次期ガバナー補佐の選考
と推薦」の3つを掲げました。
　結果として60％程度の実績かなと思いま
す。ガバナー公式訪問は令和3年9月24日、
宮古・宮古東・山田の3クラブ合同で行われ
ました。コロナ禍中ということもあり、オンライン
で宮古クラブ及川会長の発表と鈴木ガバ
ナーの講評も含め、活発な充実した意見交

換となりました。第4分区ＩＭは3月26日コロナ
禍でしたが、釜石クラブと新里ガバナー補佐
の多大なご尽力でオンライン開催となりま
した。ゲストスピーカーの内容の濃い発言と
各クラブ会長の実践的発表など、鈴木ガバ
ナーからは高評価の講評をいただき無事終
了しました。自分の任期も1か月ほどですが、
担当クラブに対する一年間の謝意と次期
ガバナー補佐との引き継ぎのためにも最後
のクラブ訪問をし、ガバナー補佐としての
一年間の締め括りとしたいと思います。
ありがとうございました。
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2021-22 年度  ガバナー補佐

第五分区ガバナー補佐

（石巻西RC）松 本　  賢

第五分区（三陸ゾーン）

一年を振り返って

昨年7月にガバナー補佐を拝命し、早くも
1年が経過しました。コロナ禍により例会や多く
の行事が制限された一年でありました。しかし
ながら各クラブは、多くの制約を受けながらも
工夫して会を運営して頂き感謝申し上げます。
　私も石巻の三クラブを担当致しましたが、各
クラブを訪問させて頂き、特色のある例会を実
感出来、大いに勉強させて頂きました。
また９月１７日の鈴木ガバナーの公式訪問に
はコロナ禍により、会長・幹事だけの対応でし
たが、中身の濃い話し合いが行われたと思い
ます。

４月９日には石巻南ロータリークラブの創立３０
周年記念事業もガバナー御臨席の基、盛大に
行われ久し振りの宴会に楽しい一時を過ごし
ました。また６月４日には石巻西ロータリークラブ
の４０周年も開催される事慶賀に堪えません。
　会員の皆様には、あまりお役に立てず申し訳
ありませんでしたが、良い勉強の場所を与えて
頂き感謝申し上げます。
　コロナの影響がまだ続くと思われますが、
ロータリー精神で乗り越えて行きましょう。
一年間ありがとうございました。

第五分区ガバナー補佐

（佐沼RC）菅原　慶一

第五分区（登米・栗原ゾーン） 2021-20220年度第5分区登米栗原ゾーンの
ガバナー補佐を務めさせていただいてから早

いもので1年が過ぎようとしています。もう3年にも渡る
コロナ禍の中での職務ということもありましたが築館・
若柳・栗駒・佐沼の各クラブの会員の皆様には、お
役に立てたことがたいへん少なく申し訳なく思ってい
るのが実情です。 前任者の鈴木岳美ガバナー補佐
（栗駒RC）より引き継いだところから私のガバナー補
佐としての業務が始まりました。最初に第5分区内の
4クラブをご挨拶かたがた訪問させていただきまし
た。各クラブの年度の方針や事業活動計画等コロ
ナ禍の中制限された中ではありますが、各クラブとも
その継続した特徴をフルに生かしたものとなってお
り、たいへん感心させられました。また各クラブ共通の
テーマであ ったメンバーの獲得への対処法や他の

いろいろな問題点等も聞かせていただきました。 ガ
バナー公式訪間は9月10日に行われました。鈴木俊
一ガバナーにはぜひともご出席いただき直接お話
をお聞きしたいと思っておりましたが、コロナの発生
状況等も鑑みオンライン方式での開催とさせていた
だきました。4クラブと鈴木ガバナーを結んだオンライ
ン上での会議がスムーズにいくよう、いろいろとその
体制や議事の進行等に苦心いたしました。様々な
活動が制限される中、地区大会が今回のように開
催されたことは本当に素晴らしいことであったと思っ
ております。最後に第5分区内の各クラブ会長・幹事
の皆様、ガバナー事務局の皆様、そして各クラブの
訪間やオンライン会議の運営等に大きくお骨折りを
いただいた小野寺伸浩直前会長を中心とした佐沼
RCの皆様に心より感謝いたします。 

第六分区ガバナー補佐

（古川RC）三塚　義信

第六分区（大崎ゾーン） ガバナー補佐を前会長から指名頂き
ました。１０年程前に幹事や会長時にガバナー
補佐のフォローをした経験がありましたが、
このコロナ禍の中で鈴木ガバナーからの補佐
としての職務をどの程度出来るか、また各クラ
ブの訪問方法をどのようにするか悩みました。
各クラブの皆様のご協力の元、無事に４クラブ
訪問出来ました。久々に各クラブの事を知り、
交流出来ました事は鈴木俊一ガバナー様にも
大変ご協力を頂きました、改めて御礼を申し
上げます。　　　　　　　　　　　　　　

　大切な職務でIMがあります。感染拡大の
状況見ながらテーマを考えておりました。昨年
末に開催の決定をして、関係各位に伝えまし
た。その後感染拡大になりましたが、対策を取
りながら開催します。年度後半5月22日（日）
久々に分区内４クラブが集い、「アフターコロナ
と奉仕」のテーマで研修と懇親を行います。
IMが開催出来た事と地区大会が開催され、
３０年１００％出席の表彰を頂きまして今年度
の役を終わります。多くの皆様のご協力に感
謝申し上げます。ありがとうございました。

第六分区ガバナー補佐

（多賀城RC）鈴 木     誠

第六分区（松塩ゾーン） 国際ロータリー2021-2022年度第6分
区のガバナー補佐を仰せつかりました鈴木
誠です。 
　我々第6分区松塩グループは、クラブ数は
7と、地区内で最も多いクラブ数です。 しかし 
会員数の少ないクラブもあり、例えば松島
クラブでは会員の奥様方も例会に参加し、
一緒にロータリーの歌を歌って例会を行って
おられます。会員数は少ないですが、 例会を
工夫し楽しんで活動をしていられるように
感じました。 

　今年の各クラブはコロナ過の中、苦労しな
がら活動を行ってまいりました。周年事業や
IMなど、やむなく中止したクラブや、飲食を
取りやめたクラブなど、 コロナに振り回された
1年になりました。しかしながら、ガバナー公式
訪間だけは全クラブ開催をしていただきま
した。大変ありがたく思っております。 1年間、
鈴木ガバナーを始め、地区の皆様、松塩
グループのメンバーの皆様の御協力を頂きま
したことに、心より感謝を申し上げます。あり
がとうございました。 
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2021-22 年度  ガバナー補佐

第七分区ガバナー補佐

（仙台RC）杼窪　昌之

第七分区（仙台青葉ゾーン）

一年を振り返って

コロナ禍連続三年の中、当ゾーン各
クラブ悶え苦しみながら、各会長、幹事が
慣れない未経験の中リーダーシップを発
揮して組織を維持、継続していかれたこと
まことに敬服に堪えません。
　それに比べるとわたくしごときは補佐の
役割を根底から考え直される一年間とい
っても過言ではなかったような気がいたし
ています。
　そんな中、失礼ながら敢えて言わせて
いただけば、同じ仙台市内のクラブでは

あるのに会員総数の差が活動、資金等に
優劣の差出てくるのは致し方ないのか否
か考えさせられました。この不平等感はい
ずれ何らかの形で表れてくるのではない
かと懸念するのは私だけなのでしょうか。
改めて考えてみればこの延長上に宮城、
岩手の地域格差が隠れているのではな
いでしょうか。良し悪しにかかわらず早め
に是正対策を練らなければと思うことが
生意気ながら分区代理を終える直前の
提言になればと思う次第です。

第七分区ガバナー補佐

（仙台宮城野RC）森川　昭正

第七分区（仙台広瀬ゾーン） ガバナー補佐の役目として、地区と担当
クラブを結ぶ橋渡し役であると考えていた。
　各担当クラブに2回は訪問させて頂いたが、
コロナ禍で3回目が難しかった。
　担当クラブのクラブ協議会への参加はとて
も刺激的で、各クラブの方針や委員会活動の
内容をお聞きし、それが国際ロータリー及び地
区の活動方針と合致しているかなどを評価す
る目で見る一方、その内容のすばらしさに大変
興味を惹かれるものもあった。
　ロータリークラブは変化の時を迎えている。
その変化に対応すべく新しい取り組みをして

いるクラブもある。キーワードはDEIだと感じる。
ロータリーのブログであるロータリーボイスに、
コンビニのレジで盲目の人がカードの暗証番号
を入力したとき、店員が一緒に来ていた人に
「どうして彼（目が見えない）はどのボタンを押
せばいいか分かるの？」と聞いたエピソードが
載っていた。不思議なことに多くの人は障害の
ある人には直接聞かず、側にいる人に声をか
けることが多いそうだ。この様な事象があること
を知り、どう対応すべきかを考えることで、多様
性があり、公正で、インクルーシブな文化を培う
ことに繋がっていくのであろうと改めて感じた。

第八分区ガバナー補佐

（角田RC）湯村　周一

第八分区（阿武隈ゾーン） 第８分区のガバナー補佐としての一年
間を振り返り、地区ガバナー鈴木俊一様、
代表幹事 星毅様、第８分区阿武隈ゾーン
の５クラブの会長・幹事様・会員の皆様に、
ガバナー補佐の貴重な経験をさせていただ
きましたことに心から感謝申し上げます。
　コロナ禍の長期化のためロータリー活動
が様々な制約を受ける中、ガバナー補佐
訪問・ガバナー公式訪問時には各クラブの
皆様には暖かく迎え入れていただき、会長
幹事会・例会を鈴木ガバナーのご指導の

下無事終了することができ、心から感謝申し
上げます。
　また様々な要因で、本来ガバナー補佐と
して果たすべき役割を十全に果たせない
まま任期が終わろうとしております。特に、
福島県沖地震のため予定していた会場が
使えなくなり、IMが開催できなくなりました
こと、第８分区各クラブの皆様に深くお詫び
を申し上げます。
　末筆になりますが、２５２０地区のますます
の発展をご祈念申し上げます。

第八分区ガバナー補佐

（白石RC）村上　睦夫

第八分区（蔵王ゾーン） 一昨年2月以来のコロナ禍の中、2021-2022
年度がスタートしました。
　昨年3月7日の会長エレクト研修セミナー、5月
16日の地区研修協議会は共にオンラインでの
開催となりました。
　第8分区蔵王ゾーンにおいては、9月1日に
柴田地区、柴田・大河原・村田3クラブ合同の
ガバナー公式訪問・会長幹事会が、蔵王国際
ゴルフクラブコンペルームで、3クラブの会長・
幹事とガバナー・ガバナー補佐で実施すること
ができました。が、その後の合同例会では、
大河原クラブ・村田クラブは、新型コロナウィル

スの影響で、やむなく欠席という変則的な事態
となりました。
　翌々9月3日には白石クラブ・白石北クラブの
合同ガバナー公式訪問が、舞鶴会館に於いて開
催され、白石地区のロータリークラブがかかえる
現状について、闊達な意見交換がなされました。
　鈴木ガバナーに於かれては、緊急事態宣言
下にもかかわらず蔵王ゾーンにお出で頂きまし
たことに、心より感謝申し上げます。
　一日も早くコロナ禍が沈静化して、以前のよ
うにロータリー活動ができることを祈念して、一
年の振り返りといたします。
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国際ロータリー第2520地区
インターアクト委員会

副委員長 佐藤 知樹（仙台RC）

４月２４日、第９回「全国インターアクト研究会」がリモート形式にて開催

第9回全国インターアクト研究会 報告

　２０２２年４月２４日、第９回「全国インターアクト研
究会」がリモート形式にて開催されました。今年度の
主管は国際ロータリー第２５９０地区。横浜市と川崎
市をエリアとする、面積は狭くとも多くの会員を擁する
地区です。本年度の研究会は例年と趣を異にし実際
に全国各地で活動するインターアクターをメインに、
各クラブ顧問の先生方、学校関係者、そして各地区
ガバナー・クラブ会長はじめとする多くのロータリアンが
集い、開催されました。
　全国各地のインターアクトクラブは、新型コロナウイ
ルス感染拡大により開催が叶わない事業も多くある
中で、高校生ならではの工夫を凝らし「新たな様式」
の中で活発に且つモチベーションを保ちながら活動
を継続しています。
　我らが２５２０地区からは、大船渡東高等学校（大
船渡西ＲＣ提唱）および尚絅学院高等学校（仙台ＲＣ
提唱）がそれぞれ制作した活動報告ムービーを
投影。両校ともに、提唱クラブと連携して実施している
素晴らしい活動を紹介していただきました。自らの
成長を促す研修会やまちづくり、清掃活動や介護・
福祉事業、国境を超えた人材交流など多様な視点

での奉仕活動を継続して実施しています。本年８月
８日には、２５２０地区「インターアクト年次大会」を
仙台の地にて３年ぶりにリアル開催します。是非とも
ご参加いただき、若い力で自ら「奉仕の理想」を実践
するインターアクターたちの頑張りをご体感ください。
　次年度の「全国インターアクト研究会」は、四国
全土をエリアとする第２６７０地区が主管。四国に
根付く「おせったいの心」をテーマに開催されるとの
こと。ロータリアンみなさまには是非ともご参加いただ
き、インターアクト活動へのご理解を更に深めていただ
くとともに、引き続き各地におけるインターアクターへの
ご支援をお願い申し上げます。

4月16日（土）東日本大震災からの復興のあゆみと、復興を通じて培った友情の証としての記念植樹
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■ホスト地区:London - D1130
■ホストロータリークラブ名　Kingsbury & Kenton

教育機関：LSHTM 専攻分野：RSHR 米澤　出【報告内容】
　この度、グローバル補助金奨学金奨学生として、
９月よりロンドン大学衛生熱帯医学大学院のリプロダ
クティブ＆セクシャルヘルスリサーチ（修士課程）プログ
ラムに進学させて頂いております、米澤 出と申します。 
　１月初旬から始まった２学期が４月の初旬に終わり、
現在は約３週間の春休みを迎えております。２学期の
後半はSocial Epidemiology（社会疫学）とSexual 
Health（セクシャルヘルス）というコースを履修しました。
　社会疫学とは健康状態の社会的分布と社会的
決定要因を研究する疫学の一分野です。貧困や人種
差別などの構造的な問題がそこに生きる人々の健康
にいかに影響をもたらし、健康格差を生み出すのか、
その理論や研究手法を学びました。またセクシャルヘ
ルスでは、性の健康や多様性、性教育などについて
幅広く学びました。今回の２つのコースでは、社会的な

構造や通念、スティグマなどが個々人に与える影響
についての議論が多く、今後の研究活動においてそ
の地域の構造的な問題を考慮する重要性について
理解を深めることができました。また、修士論文の
テーマは、「マラウイにおける緊急時新生児ケアの実
態について」に決まる見込みです。３学期終了後に
本格的に着手する予定です。修士課程の集大成と
して頑張りたいと思います。
　お世話役のHugoはよく連絡を下さり、常に自分を
気にかけて下さっています。サポートしてくださってい
る方々への感謝の気持ちを持ちながら、今後も気を
引き締めて頑張りたいと思います。
　皆様もどうかお身体に気をつけて、ご自愛くださ
い。引き続き、どうぞ宜しくお願い申し上げます。

2021‐22年度 国際ロータリー第2520地区 ロータリー財団委員会

「グローバル補助金奨学生 報告」

2021‐22年度 国際ロータリー第2520地区

「陸前高田RC創立60周年記念式典」
Anniversary

60
国際ロータリー第2520地区 
陸前高田ロータリークラブ 会長 中野 貴徳

　過日、創立60周年記念行事を無事に終えること
が出来ました。クラブ会員及び関係者一同、心より安
堵しております。これまで当クラブに心を寄せて頂い
た方々や今日まで陸前高田ロータリークラブを築き上
げてきた先輩諸兄への感謝を伝える一つと捉える一
方で、コロナ禍のおり、開催そのものがどうなるのかと
危惧しながらの準備は、常に不安が付き纏うもので
した。さらに、開催一週間ほど前には、当日の天気は
降雨との予報が出るなど、さらに心配がつのる状況
となっておりました。
　ともあれ、我々が出来ることは精一杯取り組み、御
参集いただく皆様に心からのおもてなしをしましょ
うと直前の例会や前日の最終打ち合わせで声を掛
け合い、当日を迎えました。
　結果としては降雨どころか時折日差しも見えるよう
な天候と、予定していた式典・祝賀会を滞りなく進め

ることができ、ご参加いただいた皆様からの笑顔の
お祝いに感謝しております。
　実行委員長、会長それぞれの挨拶でも触れました
が、「60年」という歴史の重さを改めて感じ、今後の
活動や後世への継承につなげる記念式典となりました。

■日時：2022年5月14日（土）
■会場：キャピタルホテル1000
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寄 付 報 告

北 上 西 R C 八重樫徹子

寄付分類 クラブ名 氏　　名
■米山記念奨学会

花 巻 R C
石 巻 東 R C
石 巻 東 R C
岩 沼 R C
盛 岡 北 R C
仙 台 R C
仙 台 R C

稲田　典之
久我　文敏
齊藤　利忠
森 　 学 武
岩井澤昭一
草刈　修司
棚橋　善克

寄付分類 クラブ名 氏　　名

マルチプル
ポールハリス・
フェロー

米山功労者
マルチプル

■ロータリー財団

柴 田 R C
遠 野 R C
花 巻 南 R C
石 巻 東 R C
石 巻 東 R C
石 巻 東 R C
仙 台 R C

牛澤　啓至
菊 田 　 隆
奥 村 　 隆
阿部　智文
本田　賢也
佐々木孝寿
板垣金太郎

寄付分類 クラブ名 氏　　名

ポールハリス・
フェロー

マルチプルポール
ハリス・フェロー

新入会員報告

［建設業］
2022年5月入会
木村 昌幸

気仙沼南ＲＣ

2022年5月入会
［電気工事］

高橋　徹

気仙沼南ＲＣ

［電力事業］
2022年4月入会
似内 勝之

釜 石 Ｒ Ｃ

［信用金庫］
2022年5月入会
高橋　亮

花 巻 北 ＲＣ

［証券業］
2022年4月入会
関山 岳大

盛 岡 東 ＲＣ

［証券業］
2022年4月入会
鳥居塚 勇人

盛 岡 Ｒ Ｃ

［生命保険］
2022年4月入会
眞藤 龍一 

一関中央ＲＣ

クラブ名 退 会 日氏　　名 職業分類
盛 岡 R C
盛 岡 R C
盛 岡 R C
盛 岡 東 R C

2022.3.31
2022.3.31
2022.4.30
2022 .4 . 4

安川　慎冶
盛田洋太郎
荻野　忠良
伊勢　靖司

生 命 保 険
カバン小売り
内 科 医
証 券 業

クラブ名 氏　　名 職業分類
盛 岡 R C
盛 岡 R C
盛 岡 R C
盛 岡 R C

柴田　英貴
杉山　雅和
鈴木　博隆
上野　好章

建 築
自 動 車 保 険
証 券 業
自 動 車 保 険

退 会 日
2022.3.31
2022.3.31
2022.3.31
2022.3.31

退会会員報告

クラブ名 退 会 日氏　　名 職業分類
花 巻 北 R C
一関中央RC
仙 台 東 R C
白 石 北 R C

2022.4.30
2022.3.31
2022.4.25
2022.4.30

佐 藤 　 秀
白須　岳史
亀 井 典 幸
三宅　金雄

信 用 金 庫
生 命 保 険
自動車部品販売
不 動 産

［食料品製造販売］
2022年4月入会
佐藤 利尚

佐 沼 Ｒ Ｃ

2022年5月入会
伊藤 忠雄

仙 台 東 ＲＣ

2022年4月入会
［食肉卸・販売］ ［電気機械販売］

伊藤 秀雄

佐 沼 Ｒ Ｃ

謹んでご冥福をお祈り申し上げます
訃　報

阿部　義
2022年 5月9日ご逝去
（享年88歳）
入会日  1997年4月2日
（仙台北RC）
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［ガバナー事務所］〒980-0014 宮城県仙台市青葉区本町1-1-8 第一日本オフィスビル8階4号
TEL：022-224-0151　FAX：022-224-0152 月～金10：00～18：00（土・日・祝日休み） E-mail：ri2520-sendai@sage.ocn.ne.jp

国際ロータリー第2520地区 鈴木　俊一ガバナーRotary international District 2520
■地区代表幹事／星  　　毅　■事務局長／和田 達雄　■事務局スタッフ／星川　隆裕 ・ 阿部　杏子

事 務 局 通 信
2021-2022年度 第2520地区ガバナー月信第12号を
お届けいたします。6月はいよいよロータリー国際大会
が米国テキサス州ヒューストンで開催されます。昨年・
一昨年の国際大会は、バーチャルでの開催だった
ため、対面開催は3年ぶりとなります。ロータリー国際
大会は、世界中の人たちと出会い、奉仕の成果をと
もに祝い、世界が抱える課題の解決策を一緒に模索
できる唯一の機会です。米国テキサス州ヒューストン
での2022年ロータリー国際大会で新たな地平線を
発見しましょう！”DISCOVER NEW HORISONS”.

6月・7月行事予定
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ガバナー・元・次期ガバナー懇親会
［会場］グランドプリンスホテル高輪（東京）

❶7/1㈮

国際ロータリー第2520地区 ホームページ

2520地区 検索
https://ri-d2520.com/
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❸
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❺6/19㈰

❷6/4㈯

二戸ロータリークラブ創立６０周年記念式典
［会場］二戸パークホテル（岩手）

❻6/26㈰ 仙台泉ロータリークラブ創立50周年記念式典
［会場］江陽グランドホテル（宮城）

❹6/18㈯
　　～19㈰

RIJYEM［会場］くまもと森都心（しんとしん）プラザ、
ANAクラウンプラザホテル熊本ニュースカイ（熊本）

❸6/12㈰

世界大会
［会場］ヒューストン（アメリカ）

❶6/4㈯
　　 ～8㈬

石巻西ロータリークラブ創立40周年記念式典
［会場］石巻グランドホテル（宮城）

岩谷堂ロータリークラブ創立６０周年記念式典
［会場］ホテルニュー江刺イーズ（岩手）

❹

❻
24
31

ロ ー タ リ ー 文 庫

「ロータリー文庫」は、日本ロータリー50周年記念事
業の－つとして、昭和45年に設立された皆様の資料
室です。
ロータリー関係の文献や資料など約2万4千点が収
集整備され、ロータリアンの皆さんのご利用に備えて
おります。 

〒105-0011　東京都港区芝公園2丁目6番15号

　　　　　　　黒龍芝公園ビル3F

TEL：03（3433）6456、FAX：03（3459）7506
http://www.rotary-bunko.gr.jp

【開館時間】月～金 午前10時～午後5時（祝祭日休館）

⬆QRコードからも
     簡単アクセス

❺
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SERVE TO CHANGE LIVES
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2

1

第一分区
1 久慈 RC
2 二戸 RC
3 種市 RC
4 盛岡 RC
5 盛岡北 RC
盛岡西 RC6

盛岡南 RC
盛岡東 RC
盛岡中央 RC
盛岡西北 RC
盛岡滝ノ沢 RC

7

8

9

10

11

第四分区
32 釡石 RC
33 釡石東 RC
34

35 遠野 RC
大槌 RC

36 宮古 RC
37 宮古東 RC
38 山田 RC

第二分区
12 花巻 RC
13 花巻南 RC
14 花巻北 RC
15 北上 RC
16 北上西 RC

17 北上和賀 RC
18 岩谷堂 RC
19 前沢 RC
20 水沢 RC
21 水沢東 RC

第三分区
22 花泉 RC
23 平泉 RC

千廐 RC

24 一関 RC
25 一関中央 RC
26 大船渡 RC
27 大船渡西 RC
28 陸前高田 RC
29

30 気仙沼 RC
31 気仙沼南 RC

第五分区
39 石巻東 RC
40 石巻西 RC
41 石巻南 RC
42 栗駒 RC
43 築館 RC
44 佐沼 RC
45 若柳 RC

第八分区
68 岩沼 RC
69 名取 RC
70 亘理 RC
71 角田 RC
72 丸森 RC

73 白石 RC
74 白石北 RC
75 柴田 RC
76 村田 RC
77 大河原 RC

46 古川 RC
47 古川東 RC
48 岩出山 RC
49 加美 RC
50 大和 RC
51 松島 RC

52 塩釡 RC
53 塩釡東 RC
54 多賀城 RC
55 利府 RC
56 七ヶ浜 RC

第六分区

第七分区
57 仙台 RC

59 仙台青葉 RC
60 仙台冠 RC
61 仙台レインボーRC
62 仙台南 RC

仙台南・白石R衛星

63 仙台北 RC
64 仙台東 RC
65 仙台西 RC

58 仙台泉 RC

66 仙台宮城野 RC
67 仙台奥羽 RC

District 2520

wate areaI

iyagi areaM
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